白 藤 



」H 弋兑 舌- 

ぉぞ 一 ま 一 一一 口 



i 島 与 志 雄 



草 光保 治 は、 戦時中に 動員され て 外地へ 渡り、 終戦 

後 復員され て、 一 ーケ年 半ぶ りに 〔# 「ニケ 年 半ぶ りに」 は 

底本で は 「二 ヶ月 半ぶ りに 匕 東京へ 戻って きました。 

「東京 もず いぶん 変った でしよう。」 

戦争の 話 やその 他の 話の 末、 周囲の 者が きまって 彼 

に 向ける 言葉 は、 それでした。 東京 もという の は、 日 

本 も、 時勢 も、 人々 も、 その他 いろいろな もの を 含め 

ての ことでした。 それに 対して 彼 は、 曖昧な 微笑と 曖 

昧な 言葉と を 返しました。 

「そうです ね 。」 

彼 はなんだ か ぼんやりして いました。 頭脳の 調子が 



見ました。 廃墟の ビル ヂング に、 三十 度 も 傾いて るコ 

ンクリ J の 壁 を 見ました。 焼け跡の あちこちに、 湯 

屋の 煙突 だけが たくさんつ つ 立つ ている の を 見ました。 

そのほか、 いろいろな もの を 見ました。 それから また、 

この 広い 荒野の なかに、 ぼつり ぼつり と 建てられ てる 

バラック 小屋 を 見、 ぎっしり 立ち並ん でる 古い 日本 家 

屋の 聚落 を 見、 高層な 洋式 建物が 軒 を 連ねて るの を 見 

ました。 或る 処に は、 人影 もない 寂寥 を 見、 或る 処に 

は、 群衆の 雑沓 を 見ました。 群衆の なかには、 他国の 

兵士 も 見ました し、 また、 長途の 困難な 旅行者の よう 

に 荷物 を 背負って る 人々 を 見ました。 そのほか 〔# 「見 
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